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介助者に負担 の少 ない介助一仕事に着 目して一 介助者の両手の中点とみなした.
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【背景】

近年,介助者の腰痛問題から介助者の負担を軽減する介助

法が提唱されている.福辺は被介助者の力を引き出す[力のい

らない介助術]を提唱しており,本研究はこうした新たな介助

法の力学的証明を目的とし,介助の際に使 うカ(介助力)を算

出する方法を考案 した.加えて,介助力のした力学的仕事を算

出し,力学的エネルギーという観点から介助者の負担・被介助

者の力を引き出すことについて考察した.

【方法】

対象は,被 介助者 として右変形性股関節症の50代 女性 とし

た.身 体状況は1人 で立ち上がれ るが介助 を行 うとよ りスム

ーズに立 ち上がれるレベルであった .介助者 としては,介 助の

最前線 で働 いた経験のある者3名,本 学理学療法学科学生1

名 の計4名 とした.

動 作計測には赤外線カメラll台 を含む三次元動作解析装

置(VICONMX:OxfordMetrics)と 床反力計6台(OR6-6-2000:

AdvancedMechanicalTechnology)を 用 いた.

課 題動作 は椅子か らの立ち上が り動作 とし,4人 の介助者

による介助あ り立ち上が り動作をそれぞれ5回 計測 した.た

だ し,介助者Cの 課題動作のみ計測は3回 であった.

得 られたデータから,解 析用 プログラ ミング ソフ トウェア

(Bodybuilder)を 用 いて次の方法 によ り介助力 を計算 した.

FOA(ベ ク トル)=被 介 助者 に加わ る介助力,M=被 介 助者 質

量,a(ベ ク トル)=被 介 助者重心の加速度,FRF(ベ ク トル)=被

介助者床反力,g(ベ ク トル)=重 力 加速度 のときニュー トンの

運動方程式よ り

FOA+FRF+Mg=Ma・(1)

式(1)を 変形 し

FOA=Ma-Mg-FRF・(2)

に よ り求めた.本 研究では,求 められた介助力の前後方向 ・上

下方向における正の成分に着 目し,介 助者の手が被介助者に

触れた時点から介助動作が終了 し手が離れた時点までの区間

において平均値を算出 した.区 間内において絶対値が3Nに 満

たない介助力が働いてい る時点は準備 区間 と見なして平均値

計算 区間には含めなかった.結 果 のグラフは手が触れる0.5

秒前 を始ま りとした.

介 助力 を求めた後,同 じくBodybuilderを 用 いて次の方法

によ り介助力の した力学的仕事を求めた.ま ず,介 助者の手が

被介助者に触れた時点か ら介助動作が終了 し手が離れた時点

において介助力ベク トル と接触点の速度ベ ク トル の内積(仕

事率)を 時間積分 して力学的仕事求めた.こ の時接触点は,被

【結果】

介助者4人 の介助力の1例 を図1～4に 示す.また,介助力の

前後方向 ・上下方向における正の成分の平均値と介助力のし

た仕事の平均値を表1に 示す.

【考察】

介助により被介助者が立ち上がることができ,介助者の介

助力のした仕事が少ない場合,被介助者の上肢・下肢のする仕

事を引き出していると考えられる.結果から介助者Dの 介助

力のした仕事が最も少ない.しかし,計測結果5回 分の介助力

のグラフにおいて介助者ABCは 波形に一貫したパターンが確

認できたが,介助者Dに おいては一貫したパターンが見て取

れなかった.このことから介助者Dの 場合は,被介助者が不安

感から自ら立ち上がって課題動作を行っていたと推測できる.

よって,介助者A,Bの 介助が介助者への負担が少なく被介助

者の力を引き出していると考えられる.負担の少ない介助の

力学的証明のため,今後は様々なレベルの被介助者に対する

介助動作を計測 し,比較する必要がある.

【結論】

介助力のした仕事を算出することで,介助者の負担と被介

助者の力を引き出している度合を知ることができた.
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